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令和８年（行コ）第１１９号  

自由に不妊手術等を受けることのできる地位確認等請求控訴事件 

控 訴 人  梶谷風音ほか４名 

被控訴人  国 

 

証 拠 説 明 書 

（甲 176～178） 

 

 

    令和８（２０２６）年７月３日 

東京高等裁判所第１６民事部ロＡ係 御中 

 

控訴人ら訴訟代理人弁護士  亀 石  倫 子  

 ほか６名 

 

頭書事件につき，下記のとおり証拠の説明を致します。 

記 

甲号

証 

標     目 

(原本・写しの別) 

作 成 

年月日 
作成者 立 証 趣 旨 

甲 176 意見書 原

本 

R8.6.10 山本健人 不妊手術をうける権利又は自

由は憲法１３条によって保障

される避妊の自由の保護範囲

に含まれること及び本件各規

定は避妊の自由に対する制約

として正当化されないこと。 

本件各規定は「自己が望む医

療を受ける自由」を制約する

ものであり、当該制約は正当

化されないこと。 

法２８条の「故なく」は自己が

望む医療を受ける自由を侵害

しないように憲法適合的に解

釈されるべきであり、原告ら

４名に対する不妊手術は「故

なく」に該当しないこと。 

（甲 176～178）

不妊手術をうける権利又は自

として正当化されないこと。

化されないこと。

釈されるべきであり、原告ら
4名に対する不妊手術は「故

なく」に該当しないこと。
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令和8年（行コ） 第119号
自由に不妊手術等を受けることのできる地位確認等請求控訴事件

控訴人 梶谷風音ほか4名
被控訴人 国

証拠説明書

令和8（2026）年7月3日
東京高等裁判所第1 6民事部口A係御中

控訴人ら訴訟代理人弁護士 亀石 倫子
ほか6名

頭書事件につき、下記のとおり証拠の説明を致します。

記
甲号 標 目 作成

作成者
証 （原本・写しの別） 年月日
甲 176意見書 原R8.6.10 山本健人

本

立証趣旨

由は憲法13条によって保障
される避妊の自由の保護範囲
に含まれること及び本件各規
定は避妊の自由に対する制約

本件各規定は「自己が望む♪医
療を受ける自由」を制約する

ものであり、当該制約は正当

法28条の「故なく」は自己が
望む医療を受ける自由を侵害
しないように憲法適合的に解

https://www.call4.jp/file/pdf/202607/6acdc0bdf8961e0ba18ac017d0a9b178.pdf
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甲 177 「憲法上の権利」の作法 

第３版 

写

し 

2016.8.1 小山剛 憲法上の権利の制限の憲法適

合性の審査において、保護範

囲からの除外は基本権制限の

正当化に対して要求される厳

格な違憲審査を潜脱する恐れ

があることから、保護範囲を

広く捉えた上で制限の正当化

の段階で最終的に保障される

範囲を確定するというアプロ

ーチを基本とすべきであるこ

と。憲法上の権利の保護領域

は、憲法自体から獲得されな

ければならず、下位の法律か

ら帰結してはならないこと。 

甲 178 医事法講義[第２版] 写

し 

2023.10.10 米村滋人 特定の医療行為を規制する法

令は患者が希望しても当該医

療行為を受けられないという

意味で自己決定の制約にあた

り違憲性が問題となり得るこ

と。 

以上 

： 2016.8.1

2

があることから、保護範囲を

の段階で最終的に保障される
範囲を確定するというアプロ

ければならず、下位の法律か

特定の医療行為を規制する法

療行為を受けられないという

甲177 「憲法上の権利」の作法
第3版

写
し

小山剛

甲 178 医事法講義［第2版］ 写 2023.10.10 米村滋人
し

憲法上の権利の制限の憲法適
合性の審査において、保護範
囲からの除外は基本権制限の
正当化に対して要求される厳
格な違憲審査を潜脱する恐れ

広く捉えた上で制限の正当化

ーチを基本とすべきであるこ
と。憲法上の権利の保護領域
は、憲法自体から獲得されな

ら帰結してはならないこと。

令は患者が希望しても当該医

意味で自己決定の制約にあた
り違憲性が問題となり得るこ

と。
以上


